「草ブリッジも楽し！！」

　私が「コントラクトブリッジ」に出会ったのは、大学を卒業して三菱重工
に入社した２２歳の時、会社を退職して暫く中断した時期もありましたが、
５０年程の付合いとなりました。
「コントラクトブリッジ」って何？
「昔、セブンブリッジはやったことがあるけど」・・とか。
「コントラクトブリッジ」をネットで調べて見ると「紳士淑女」のゲームで
「礼儀・マナーを大切にするゲーム」だとか・・・。
　退職後に故郷の村に帰って来て、地域で「コントラクトブリッジ」を通し
て仲間作りをしたいと思っても、「紳士・淑女」や「礼儀・マナー」だとか
楽しくなさそうと敬遠されていました。
そこで、難しい事は少し横に置いて「草野球」のように皆で楽しむ事を大
切にして「阿蘇南部コントラクトブリッジ同好会」を立ち上げました。
それ以来８年余り熊本地震にも負けず、コロナ禍の中でもマスク・換気・
パーティション等万全？の対策を取って毎月２回の例会を続けています。
現在メンバーは４０歳代から８０歳代までの１４名です。
メンバーの皆さんには失礼ながら、何年経とうと技量の進歩は余り見えませ
が、途中にはティータイムも設け、毎回ワイワイガヤガヤと楽しい時間を過
ごしています。
　正式なゲーム？を楽しんでいる皆さんから見ると「そんなのはコントラク
トブリッジではない」と叱られそうですが・・。
　然し、野球や囲碁・将棋でもプロもいれば、「ワイワイガヤガヤ」と楽し
んでやっている人達も大勢います。　そうして、その土壌の上にアマチュア
の全国大会やプロの世界が成り立っています。
「コントラクトブリッジ」も正式なゲーム（競技）では、ルールとマナーを
大切にすることは当然であり奥深いゲームですが、一方では一組のトランプ
と４人のメンバーさえ揃えば何処ででも気軽に楽しめるゲームでもあります。
浅瀬でバチャバチャと遊ぶような「草ブリッジ」の普及も又良いのではない
でしょうか？
　高齢化社会が進み、認知症対策等が叫ばれている中、ルールやマナーだと
かうるさい事には少し目をつぶって、今後も「草ブリッジ」を大切に続けて
いこうと思っています。
阿蘇南部コントラクトブリッジ同好会
　　　　　　　　　　　丸野　敬洋
